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平
成
二
十
三
年
春
の
特
別
展
（
四
月
二
日
（
土
）
～
四
月
二
十
一
日
（
木
））
で
は
、「
国

立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
貴
重
資
料
展
Ⅰ
　
歴
史
と
物
語
」
と
題
し
て
、
当
館

が
所
蔵
す
る
古
書
古
文
書
及
び
公
文
書
の
中
か
ら
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
朝
廷
や

幕
府
が
編
纂
し
た
代
表
的
な
歴
史
書
、
軍
記
物
や
歴
史
物
語
の
数
々
、
中
国
で
出
版
さ

れ
た
歴
史
書
や
歴
史
物
語
等
を
展
示
し
ま
し
た
。
加
え
て
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
仁

正
寺
藩
主
市
橋
長
昭
が
湯
島
聖
堂
に
献
上
し
た
宋
版
・
元
版
等
の
貴
重
な
漢
籍
も
展
示

し
ま
し
た
。
展
示
資
料
は
全
六
十
五
点
。
う
ち
主
な
展
示
資
料
は
左
の
通
り
で
す
。

【
古
事
記
と
六
国
史
】

古
事
記
（
こ
じ
き
）

　
神
代
の
創
世
神
話
か
ら
推
古
天
皇
の
時
代
ま
で
の
歴
史
を
記
し
た
、
わ
が
国
の
現
存

最
古
の
歴
史
書
。
展
示
資
料
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
写
。
徳
川
家
康
が
慶
長

十
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
公
家
や
寺
社
が
秘
蔵
す
る
古
書
古
記
録
を
書
写
さ
せ
た

「
慶
長
御
写
本
」
の
一
つ
で
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。
全
三
冊
。

日
本
書
紀
（
に
ほ
ん
し
ょ
き
）

　
元
正
天
皇
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
、
わ
が
国
最
古
の
勅
撰

の
国
史
。
展
示
資
料
は
、
三
条
西
実
隆
が
作
成
し
た
写
本
を
慶
長
年
間
に
転
写
し
た
も

の
で
、
三
十
巻
完
備
し
た
『
日
本
書
紀
』
と
し
て
は
現
存
最
古
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。

全
十
冊
。

【
幕
府
の
歴
史
編
纂
】

吾
妻
鏡
（
あ
ず
ま
か
が
み
）（
重
要
文
化
財
）

　
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
か
ら
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
ま
で
、
鎌
倉
幕
府
の
歴
史

を
歴
代
将
軍
の
年
代
記
の
体
裁
で
記
し
た
書
。
西
暦
一
三
〇
〇
年
前
後
の
成
立
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
展
示
資
料
は
、
小
田
原
北
条
氏
の
旧
蔵
と
伝
え
ら
れ
る
「
北
条
本
」
の

『
吾
妻
鏡
』
で
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。
全
五
十
一
冊
。

後
鑑
（
の
ち
か
が
み
）

　
徳
川
幕
府
が
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
完
成
さ
せ
た
室
町
幕
府
の
歴
史
。
元
弘
元

年
（
一
三
三
一
）
か
ら
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
ま
で
の
事
蹟
が
編
年
体
で
記
さ
れ
、「
附

録
」
に
歴
代
将
軍
の
逸
事
等
を
収
録
し
て
い
る
。
展
示
資
料
は
、『
後
鑑
』
の
初
稿
本
で
、

全
二
百
六
十
六
冊
。

【
物
語
風
の
歴
史
】

栄
花
物
語
（
え
い
が
も
の
が
た
り
）

　
朝
廷
に
よ
る
歴
史
編
纂
が
途
絶
え
た
の
ち
、
十
一
世
紀
に
仮
名
文
で
記
さ
れ
た
物
語

風
の
歴
史
書
。
藤
原
道
長
の
栄
華
や
宮
廷
社
会
の
様
子
が
情
感
豊
か
に
叙
述
さ
れ
て
い

る
。
作
者
は
赤
染
衛
門
な
ど
貴
族
の
女
房
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
展
示
資
料
は
、
江
戸

初
期
の
刊
本
で
、
林
家
旧
蔵
。
全
二
十
冊
。

【
平
家
物
語
】

平
家
（
へ
い
け
）

　
平
家
一
門
の
盛
衰
を
源
平
の
合
戦
を
中
心
に
描
い
た
軍
記
物
、
歴
史
物
語
。
展
示
資
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五

料
は
「
語
り
本
系
」
の
「
覚
一
本
」
に
属
す
る
写
本
で
、
神
龍
院
の
住
職
梵
舜
が
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
書
写
し
た
も
の
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。
全
十
二
冊
。

【
太
平
記
と
太
平
記
読
】

太
平
記
（
た
い
へ
い
き
）

　
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
計
画
に
始
ま
り
、
半
世
紀
に
わ
た
る
南
北
朝
内
乱
期
の
歴
史
を

描
い
た
書
。
軍
記
物
語
で
あ
る
と
同
時
に
室
町
幕
府
草
創
期
の
時
代
像
・
人
物
像
を

描
い
た
壮
大
な
歴
史
叙
述
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
と
共
に
歴
史
物
語

の
宝
庫
と
し
て
、
後
世
の
文
学
や
芸
能
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
展
示
資
料
は
、

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
野
尻
慶
景
が
書
写
し
た
も
の
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。
全

四
十
一
冊
。

贈
位
内
申
書
（
ぞ
う
い
な
い
し
ん
し
ょ
）

　『
太
平
記
』
の
世
界
は
、
江
戸
時
代
に
歌
舞
伎
や
講
談
を
通
し
て
人
々
に
愛
さ
れ
、

明
治
以
降
は
国
民
教
育
の
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
楠
木
正
成
の
勤
皇
の
精
神
が
絶

賛
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
正
成
の
妻
も
日
本
女
性
の
手
本
と
し
て
称
賛
の
対
象
に
。

展
示
資
料
は
、
昭
和
三
年
に
天
皇
（
昭
和
天
皇
）
の
即
位
礼
が
挙
行
さ
れ
る
の
に
伴
っ

て
、
大
阪
府
知
事
か
ら
内
務
大
臣
と
文
部
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
文
書
。
正
成
の
妻
に
対

す
る
贈
位
が
申
請
さ
れ
て
い
る
。

【
武
力
の
世
界
】

近
江
守
護
（
六
角
定
頼
）
家
年
寄
連
署
奉
書
案
（
お
う
み
し
ゅ
ご
（
ろ
っ
か
く
さ
だ
よ

り
）
け
と
し
よ
り
れ
ん
し
ょ
ほ
う
し
ょ
あ
ん
）（
重
要
文
化
財
）

　
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
『
朽
木
家
古
文
書
』
の
中
の
一
つ
で
、
天
文
十
二
年

（
一
五
四
三
）
近
江
国
守
護
六
角
氏
の
家
臣
か
ら
、
朽
木
領
に
隣
接
し
て
所
領
を
有
し

て
い
た
田
中
氏
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
奉
書
案
。
領
内
で
山
木
を
盗
伐
し
て
い
た
者
を
捕

ら
え
た
と
こ
ろ
、
報
復
と
し
て
朽
木
商
人
が
監
禁
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
自
力

救
済
の
中
世
社
会
の
様
相
を
伺
わ
せ
る
。
第
十
七
軸
に
所
収
。

板
倉
勝
重
書
状
案
（
い
た
く
ら
か
つ
し
げ
し
ょ
じ
ょ
う
あ
ん
）（
重
要
文
化
財
）

　
本
文
書
も
『
朽
木
家
古
文
書
』
か
ら
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
京
都
所
司
代
板

倉
勝
重
か
ら
朽
木
元
綱
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
状
案
。
当
時
の
京
で
女
性
や
幼
児
が
誘

拐
さ
れ
人
身
売
買
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
戦
国
の
戦
場
で
黙
認
さ
れ

て
い
た
誘
拐
や
略
奪
等
の
一
端
を
垣
間
見
せ
る
文
書
。
第
三
十
八
軸
に
所
収
。

【
戦
国
の
信
仰
】

浅
井
久
政
同
長
政
連
署
起
請
文
（
あ
ざ
い
ひ
さ
ま
さ
ど
う
な
が
ま
さ
れ
ん
し
ょ
き
し
ょ

う
も
ん
）（
重
要
文
化
財
）

　『
朽
木
家
古
文
書
』
所
収
の
文
書
。
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
十
二
日
付

で
近
江
国
小
谷
城
主
浅
井
長
政
と
そ
の
父
久
政
か
ら
、
朽
木
領
主
の
朽
木
元
綱
に
宛
て

て
出
さ
れ
た
起
請
文
で
、
浅
井
氏
が
朽
木
氏
と
明
確
な
同
盟
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に

出
し
た
も
の
。
起
請
文
と
は
誓
約
書
の
一
種
で
、
前
書
と
罰
文
（
神
文
）
か
ら
成
り
、

前
書
に
は
誓
約
の
内
容
が
、
罰
文
に
は
誓
約
を
破
る
と
神
罰
・
仏
罰
を
こ
う
む
る
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
契
約
は
、こ
の
よ
う
に
起
請
文
を
取
り
交
わ
し
、神
仏
に
よ
っ

て
担
保
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
第
三
十
三
軸
に
所
収
。

【
戦
国
の
女
性
】

北
条
家
裁
許
印
判
状
（
ほ
う
じ
ょ
う
け
さ
い
き
ょ
い
ん
ぱ
ん
じ
ょ
う
）

『
豊
島
・
宮
城
（
と
し
ま
・
み
や
ぎ
）
家
文
書
』
の
う
ち
の
一
つ
。
小
田
原
北
条
氏
の

家
臣
、
尾
崎
大
膳
の
家
督
に
つ
い
て
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
六
月
二
十
一
日
付
で

出
さ
れ
た
北
条
氏
の
裁
許
状
。
討
ち
死
に
し
た
大
膳
の
家
督
を
娘
が
相
続
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
一
族
の
尾
崎
常
陸
守
と
相
論
に
な
っ
て
い
る
。
大
名
家
に
と
っ
て
必
要
な
存
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在
で
あ
れ
ば
、
女
性
に
よ
る
相
続
も
認
め
ら
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
年

月
日
の
所
に
捺
さ
れ
て
い
る
朱
印
は
、
通
称
「
虎
の
印
判
」
と
呼
ば
れ
る
北
条
氏
の
印

鑑
。「
禄
寿
応
穏
」
の
文
字
の
上
で
虎
が
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。

お
あ
む
物
語
（
お
あ
ん
も
の
が
た
り
）

　
享
保
初
年
（
一
七
一
六
）
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
、
青
春
時
代
を
戦
国
の

混
乱
の
中
で
過
ご
し
た
女
性
の
思
い
出
話
。
主
人
公
の
「
お
あ
む
」
は
、
石
田
三
成
の

家
臣
の
娘
で
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
お
り
、
石
田
方
の
美

濃
大
垣
城
で
敵
方
武
将
の
首
の
処
理
や
戦
場
か
ら
の
逃
亡
等
を
体
験
す
る
。「
お
あ
む
」

の
語
り
の
言
葉
に
、戦
国
の
世
の
実
像
が
感
じ
と
れ
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
刊
。

全
一
冊
。

【
歴
史
と
物
語
】

御
実
紀
（
ご
じ
っ
き
）（
東
照
宮
御
実
紀
）

　
本
書
は
、
通
称
『
徳
川
実
紀
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
林
述
斎
、
成
島
司
直
ほ
か
に
よ

り
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
完
成
し
た
幕
府
編
纂
の
正
史
で
、
家
康
か
ら
十
代

家
治
に
至
る
歴
代
将
軍
ご
と
の
治
績
を
編
年
体
で
記
し
、
逸
話
に
つ
い
て
は
付
録
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
。
実
録
的
な
部
分
の
本
編
と
逸
話
部
分
の
付
録
と
で
、
意
識
的
に
内

容
を
選
別
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
東
照
宮
は
家
康
の
こ
と
。
紅
葉
山
文
庫
旧

蔵
。
全
四
百
八
十
五
冊
。

【
語
ら
れ
る
戦
国
時
代
】

寛
政
重
修
諸
家
譜
（
か
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
し
ょ
か
ふ
）

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
成
立
し
た
、
幕
府
編
纂
の
大
名
・
旗
本
ら
の
系
譜
集
。
寛

政
十
年
（
一
七
九
八
）
ま
で
の
系
図
を
新
た
に
提
出
さ
せ
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
を

全
面
的
に
改
訂
し
た
も
の
。
本
書
は
、
諸
書
や
古
記
録
な
ど
を
比
較
検
討
し
、
解
決
し

な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
疑
義
の
あ
る
旨
を
記
載
し
て
お
く
な
ど
の
編
纂
方
針
で
編

集
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
書
籍
と
比
べ
て
み
る
こ
と
で
、
同
じ
事
項
を
扱
い
な

が
ら
も
、
時
代
と
と
も
に
記
述
が
変
化
し
て
い
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
時
代
状
況

や
学
問
の
流
行
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
歴
史
は
書
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。

【｢

正
史｣

と
「
四
大
奇
書
」】

三
国
志
（
さ
ん
ご
く
し
）

　
後
漢
時
代
（
二
五
～
二
二
〇
）
末
期
の
争
乱
か
ら
、
魏
・
蜀
・
呉
の
三
国
鼎
立
、
そ

し
て
晋
に
よ
る
統
一
（
二
六
五
年
）
ま
で
の
出
来
事
を
記
述
し
た
歴
史
書
で
、「
魏
志
」

三
十
巻
・「
蜀
志
」
十
五
巻
・「
呉
志
」
二
十
巻
か
ら
な
る
。
後
の
歴
史
物
語
『
三
国
志

演
義
』
に
登
場
す
る
人
物
の
伝
記
を
数
多
く
載
せ
る
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
『
二
十
一
史
』

（『
三
国
志
』
は
第
六
十
五
～
七
十
六
冊
）。

三
国
志
通
俗
演
義
（
さ
ん
ご
く
し
つ
う
ぞ
く
え
ん
ぎ
）

　
本
書
は
、数
多
く
あ
る『
三
国
志
演
義
』の
刊
本
の
一
つ
で
、万
暦
十
九
年（
一
五
九
一
）

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。『
三
国
志
演
義
』
は
、
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
の
義
兄
弟
三
人
が
、

後
漢
時
代
末
期
の
争
乱
の
中
で
活
躍
し
、
諸
葛
亮
と
い
う
天
才
軍
師
を
迎
え
て
「
蜀
」

を
建
国
す
る
歴
史
物
語
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。
全
十
二
冊
。

李
卓
吾
先
生
批
評 

西
遊
記
（
り
た
く
ご
せ
ん
せ
い
ひ
ひ
ょ
う 

さ
い
ゆ
う
き
）

　『
李
卓
吾
先
生
批
評 

西
遊
記
』
は
、『
西
遊
記
』
に
豊
富
な
評
語
と
精
緻
な
挿
絵
を

入
れ
て
明
時
代
に
刊
行
し
た
も
の
。『
西
遊
記
』
は
、
唐
の
高
僧
で
あ
る
玄
奘
三
蔵
が
、

孫
悟
空
・
猪
八
戒
・
沙
悟
浄
を
供
に
従
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
天
竺
へ

仏
教
の
経
典
を
取
り
に
行
く
と
い
う
、
日
本
で
も
お
馴
染
み
の
物
語
。
紅
葉
山
文
庫
旧

蔵
。
全
十
冊
。

忠
義
水
滸
全
書
（
ち
ゅ
う
ぎ
す
い
こ
で
ん
）



平
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一
七
七

　『
忠
義
水
滸
全
書
』
は
、『
水
滸
伝
』
の
刊
本
の
一
つ
で
明
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

『
水
滸
伝
』
は
、
宋
の
徽
宗
皇
帝
の
時
代
、
梁
山
泊
に
集
ま
っ
た
百
八
人
の
豪
傑
た
ち

の
活
躍
を
述
べ
た
物
語
。
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
。
全
三
十
二
冊
。

金
瓶
梅
（
き
ん
ぺ
い
ば
い
）

　『
金
瓶
梅
』
は
、『
水
滸
伝
』
か
ら
派
生
し
た
物
語
で
、豪
商
の
西
門
慶
が
主
人
公
。『
水

滸
伝
』
に
お
い
て
、
西
門
慶
は
武
大
の
嫁
で
あ
る
潘
金
蓮
の
情
夫
と
な
り
、
武
大
毒
殺

の
件
で
潘
金
蓮
と
と
も
に
武
松
（
武
大
の
弟
）
に
殺
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
金
瓶
梅
』

で
は
、
武
松
の
復
讐
を
免
れ
、
潘
金
蓮
を
含
む
六
人
の
夫
人
と
淫
蕩
の
日
々
を
送
る
と

い
う
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。
全
二
十
一
冊
。

【
仁
正
寺
藩
主
・
市
橋
長
昭
と
湯
島
聖
堂
献
納
本
】

東
坡
集
（
と
う
ば
し
ゅ
う
）（
重
要
文
化
財
）

　
北
宋
時
代
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
る
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
の
詩
文
集
。

「
東
坡
」
は
そ
の
号
。
蘇
軾
は
、
詩
文
に
優
れ
た
才
能
を
発
揮
し
、
唐
宋
八
大
家
（
唐
・

宋
時
代
を
代
表
す
る
八
人
の
文
章
家
）の
一
人
に
数
え
あ
げ
ら
れ
る
。
蘇
軾
の
詩
文
は
、

我
が
国
に
お
い
て
も
非
常
に
尊
重
さ
れ
た
。
本
書
は
、『
東
坡
集
』
と
し
て
現
存
す
る

最
古
の
版
本
で
、南
宋
時
代
（
一
一
二
七
～
一
二
七
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
京
都
・

西
禅
寺
か
ら
妙
心
寺
大
龍
院
の
僧
嬾
庵
を
経
て
、
市
橋
長
昭
の
架
蔵
と
な
っ
た
。
市
橋

長
昭
旧
蔵
。
全
十
二
冊
。

淮
海
集
（
わ
い
か
い
し
ゅ
う
） （
重
要
文
化
財
）

　
北
宋
時
代
の
文
人
で
あ
る
秦
観
（
一
〇
四
九
～
一
一
〇
一
）
の
詩
文
集
。「
淮

海
」
は
そ
の
号
。
蘇
軾
に
、
屈
原
（
戦
国
時
代
末
期
の
著
名
な
詩
人
）
ほ
ど
の
才
能

が
あ
る
と
絶
賛
さ
れ
、
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）・
張
耒
（
一
〇
五
二
～

一
一
一
二
）・
晁
補
之
（
一
〇
五
三
～
一
一
一
〇
）
ら
と
と
も
に
「
蘇
門
の
四
学
士
」

と
い
わ
れ
る
。
　
本
書
は
、
南
宋
時
代
の
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
の
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
、巻
末
に
印
刷
製
本
費
を
記
し
た
珍
し
い
刊
語
が
あ
る
。市
橋
長
昭
旧
蔵
。全
十
冊
。

予
章
先
生
文
集
（
よ
し
ょ
う
せ
ん
せ
い
ぶ
ん
し
ゅ
う
）（
重
要
文
化
財
）

　
北
宋
時
代
の
文
人
で
あ
る
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
の
詩
文
集
。「
予
章
」

は
そ
の
号
。
黄
庭
堅
は
、
蘇
軾
に
そ
の
才
能
を
見
い
だ
さ
れ
、「
蘇
門
の
四
学
士
」
と

い
わ
れ
る
。
黄
庭
堅
の
詩
文
は
、
蘇
軾
と
同
様
に
、
我
が
国
に
お
い
て
も
非
常
に
尊
重

さ
れ
、
黄
庭
堅
の
詩
文
集
の
注
釈
書
や
抄
録
が
数
多
く
作
ら
れ
た
。
本
書
は
、
南
宋
時

代
の
孝
宗
・
光
宗
の
在
位
期
間
（
一
一
六
一
～
一
一
九
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
市

橋
長
昭
旧
蔵
。
全
七
冊
。

右
の
ほ
か
以
下
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

　「
続
日
本
紀
」「
日
本
後
紀
」「
続
日
本
後
紀
」「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」「
日
本
三
代
実
録
」

「
新
刊
吾
妻
鏡
」「
本
朝
通
鑑
」「
大
日
本
史
」「
大
鏡
」「
平
家
物
語
」「
源
平
闘
諍
録
」「
義

経
記
」「
曾
我
物
語
」「
舞
の
本
」「
謡
本
」「
太
平
記
之
秘
伝
理
書
」「
尋
常
小
学
読
本
」「
秋

夜
長
物
語
」「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」「
甲
斐
国
妙
法
寺
記
録
（
続
群
書
類
従
）」「
家
忠

日
記
」「
甲
信
両
国
信
玄
衆
被
召
抱
時
指
上
誓
紙
写
」「
多
聞
院
日
記
抄
」「
お
き
く
物
語
」

「
三
河
物
語
」「
豊
臣
記
」「
聚
楽
物
語
（
関
白
物
語
）」「
武
徳
大
成
記
」「
朝
野
旧
聞
裒

藁
」「
御
実
紀
（
台
徳
院
殿
御
実
紀
）」「
落
穂
集
」「
千
年
の
松
」「
寛
永
諸
家
系
図
伝
（
草

稿
本
）」「
寛
永
諸
家
系
図
伝
（
献
上
本
）」「
藩
翰
譜
」「
譜
牒
余
録
」「
旧
唐
書
」「
宋
史
」

「
癸
辛
雑
識
・
続
集
」「
宣
和
遺
事
」「
書
〔
集
伝
纂
疏
〕」「
九
経
直
音
」


